
科目名 英語コミュニケーションＢ  English communication B  

科目担当者 トンプソン・ハイデ  THOMPSON Heide 

単位数 ２ 配当年次 １年 授業形態 講義 開講学期 後期 

履修学部・学科 
［区分］ 

法学部・法律学科［総合教育科目 外国語］  
経営学部・経営学科［総合教育科目 外国語］ 

ディプロマポリシ

ーとの関連 (1)(3) 

授業の概要 

・ 本講義は自発的な英語リスニング作業、そして意味の理解とスピーキング練習にフォ
ーカスします。 

・ 本講義で最も強調すべきものはスピーキング、ディクテーションそして音声による反
復練習を通じたリピーティングによって英語を認識できるようになることです。まず
は声に出してみることに意識してもらいます。 

 

授業の到達目標 
(1) 英語を音で認識し、音で再生（話すことが）できるようになる。 
(2) 口語英語表現とそのバラエティーについて理解を向上させる。 
 

授業計画・内容 

1 Guidance: How to proceed a lecture. Mindset toward class. 
2 Topic 1 Let’s talk about your favorite subject (1) Research 
3 Topic 2 Let’s talk about your favorite subject (2) Report 
4 Topic 3 Let’s talk about your favorite subject (3) Review 
5 Topic 4 Let’s talk about your favorite artist (1) Research 
6 Topic 5 Let’s talk about your favorite artist (2) Report 
7 Topic 6 Let’s talk about your favorite artist (3) Review 
8 Topic 7 Let’s talk about your goals (1) Research 
9 Topic 8 Let’s talk about your goals (2) Report 

10 Topic 9 Let’s talk about your goals (3) Review 
11 Topic 10 Let’s talk about recent news and topic (1) Research 
12 Topic 11 Let’s talk about recent news and topic (2) Report 
13 Topic 12 Let’s talk about recent news and topic (3) Review 
14 Topic 13 Let’s talk about favorite food (1) Research 
15 Topic 14 Let’s talk about favorite food (2) Report 

授業外学修 
(事前学修) 講義で出された課題を行う（毎週 2 時間程度）。 

授業外学修 
(事後学修) 

講義内容の復習（毎週 2 時間程度）。 

成績評価方法・
評価比率・到達
目標との対応 

成績評価方法 評価比率 到達目標との対応 
授業への参加度 
ディクテーションやクイズの評点 
課題の提出 

40% 
30% 
30% 

① ② 
②  
①  

成績評価基準 

秀：（評点 90 点以上）到達目標を極めて高い水準で達成している場合 
優：（評点 80 点〜89 点）到達目標を高い水準で達成している場合 
良：（評点 70 点〜79 点）到達目標を一定の水準で達成している場合 
可：（評点 60 点〜69 点）到達目標を最低限の水準で達成している場合 
不可：（評点 60 点未満）到達目標に達していない場合 

教科書 
Smart Choice: Level 1: Student Book with Online Practice（Oxford University Press） 
毎講義でノート PC は必携です。毎講義でイヤホンを使用するので、必ず持参してくださ
い。 

参考文献 無し。 

その他  
 

 


